
　南海トラフ巨大地震等の大規模地震、台風や局地的な豪雨等による大規模な自然災害が発生し
た場合、静岡県第４次地震被害想定や稲生沢川洪水浸水想定等において、市内各地で大きな被害
の発生が想定されています。災害等による被害を軽減するためには、自助・共助・公助が一体と
なって、住宅等の耐震化、自主防災組織の活性化など地域防災力の強化、避難所の環境整備、消
防・救急体制の充実など災害に強いまちづくりを進めていく必要があります。
　また、新型コロナウイルス等の感染症をはじめとする様々な危機事象の発生に備えて、危機管
理体制の強化が求められています。
　凶悪な犯罪、消費者被害など市民の日常生活の安全・安心を脅かす要因が増加しており、安
全・安心な暮らしに対する市民の意識も高まっています。
　引き続き、ハード・ソフトの両面からの防災・減災対策や、防犯、交通事故、消費者被害等の
市民の安全・安心を脅かす事象に対応した施策の強化が必要です。
　さらに、観光地としての本市の特性から、観光客も対象としたあらゆる被害を想定した総合的
な安全の確保が必要です。

分野５ 危機管理

■現況と課題■

■施策体系■

施策１

施策２

施策３

危機管理・防災対策の推進

消防・救急体制の充実

防犯・交通安全の推進

■重点事業■

防災訓練などを通じて、災害対策本部などの体制強化を図るとともに、情報発信の多重化を進
め、危機への対応力を高めます。

①危機管理体制を強化します

避難者の健康状態の悪化を防ぐため、災害時のトイレや飲料水兼用耐震性貯水槽の整備など避難
所の安全・安心を高めます。

②避難所の環境整備を推進します

自主防災組織が行う各種訓練や資機材・避難路・避難地などの整備を支援するとともに、災害
ボランティア等との連携を促進し、地域防災力を高め、被害の軽減を図ります。

③地域防災力の向上を図ります
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国 民 保 護：国民保護計画
防　　　災：地域防災計画、耐震改修促進計画、市有公共建築物耐震化計画
　　　　　　津波避難計画、地震・津波対策アクションプラン2013
消防・救急：消防施設整備５ヶ年計画
安全・防犯：交通安全計画

各家庭で行う家具固定や住宅の耐震化等に対する助成を行い、基礎的な防災力を強化します。
④家庭の防災力の向上を図ります

地域防災の根幹を担う消防団の活動拠点として、老朽化している詰所の統合により、耐震化や
津波浸水区域外への移転を図り、地域消防体制の強化を進めます。

⑤消防団組織を再編し、火災時等の体制を強化します

交通ルールやマナーなど交通安全意識の向上を図るとともに、交通安全施設の整備など安全
対策を進め、子どもや高齢者を交通事故から守ります。

⑥交通安全対策を推進します

■目標値■

■個別計画■

指　標　名
想定避難者に対する災害用トイレの整備率
防災訓練の実施回数
地籍調査の完了面積
下田消防本部による普通救命講習年間受講者数
消防団員の確保率
交通安全・交通事故防止の啓発活動数
運転経歴証明書交付手数料補助金申請件数

78.1％
7回
0.08k㎡
50人
95.3％
8回
127件

100％
7回
3.25k㎡
80人
100％
12回
137件

R元年度（現況） R７年度（目標値）
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　市民の生命・財産を災害等から守るため、関係機関との連携を進め、危機管理体制を強化する
とともに、市民の防災意識や地域防災力の向上を図り、「自助・共助・公助」が一体となった災
害等に強いまちづくりを進めます。

施策
１ 危機管理・防災対策の推進

施策の方向

施策と主な取組

・災害対策本部・国民保護対策本部の体制の強化
・関係機関と連携した受援体制の整備
・被災者生活再建支援システムを活用した支援体制の強化
・同報系防災行政無線や避難誘導標識等による市民及び観光客への情報提供体制の強化
・感染症対策に係る組織・体制の強化
・災害時の医療体制の整備

　自然災害や大規模事故の発生、感染症の拡大など、様々な危機事象に備え、危機管理体
制を強化します。

（１）危機管理体制を強化します【重点】

主な取組

・避難路等の整備及び適正な維持管理の実施
・【重点】災害用トイレの整備やプライバシー対策など避難所の環境整備
・防災資機材や備蓄食料をはじめとする災害用備蓄品の整備
・同報系防災行政無線等による迅速かつ多重化した災害情報等の伝達機能の強化
・避難行動要支援者情報の地域との共有化
・地籍調査の推進
・伊豆縦貫自動車道の早期整備促進【再掲】

　今後起こり得る様々な災害に備え、避難所、避難地や避難路等の整備を推進するととも
に、迅速な復旧復興ができるよう、防災都市機能等を強化します。

（２）防災基盤を整備します

主な取組
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・地域や団体、学校等に対する防災講座の実施
・自主防災組織が行う防災倉庫の設置、避難路の整備、防災訓練等に対する支援
・自主防災組織間の協力体制の強化
・自主防災組織や災害ボランティアとの連携強化

　自主防災組織等の支援や災害ボランティアとの連携を強化し、地域防災力の向上を図り
ます。

（３）地域防災力の向上を図ります【重点】

主な取組

・ハザードマップの配布や広報誌を活用した防災意識の啓発
・家具等の固定、感震ブレーカーの設置等に対する助成
・わが家の専門家診断による木造住宅耐震診断の推進
・木造住宅耐震改修に対する助成
・ブロック塀等耐震改修に対する助成

　家庭でできる防災対策の支援により、防災力を強化するとともに、避難経路の確保など
地域の安全性の向上を図ります。

（４）家庭の防災力の向上を図ります【重点】

主な取組

・森林環境譲与税を活用した森林整備【再掲】
・河川改修、維持管理の実施
・山地災害防止の治山事業の促進
・ドローン技術を活用した森林等の状況確認

　近年多発する局地的な豪雨や台風による土砂災害を防ぐため、森林の適正な保全や河川
の適正管理に取り組みます。

（５）自然環境機能の向上を図ります

主な取組
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　消防力の整備・充実を計画的に推進するとともに、医療機関との連携強化や広域的な救急搬送
体制の維持・向上に取り組みます。

施策
２ 消防・救急体制の充実

施策の方向

施策と主な取組

・駿東伊豆消防組合との消防救急広域化の検討
・消防団員の確保、消防団協力事業所表示制度等の推進による活動環境の整備
・【重点】消防団組織の再編の検討
・消防車両、機器の更新
・下田消防本部庁舎の津波浸水区域外への移転の検討

　市民の生命・財産を守るため、総合的な消防力を強化します。
（１）消防力を強化します

主な取組

・消防団の夜警・チラシ等による防火思想の普及
・住宅用火災警報器の設置促進
・感震ブレーカーの設置促進

　火災の発生を防ぐため、市民の防火意識の高揚に努めます。
（２）防火意識の高揚に努めます

主な取組

・地域メディカルコントロール協議会を通じた医療機関との連携強化
・ドクターヘリ等による広域的な救急搬送体制の維持・向上
・救命手当の知識向上に向けた講習会等の実施

　医療機関との連携強化やドクターヘリ等による広域的な救急搬送体制の維持・向上や救命
手当の知識を習得できる機会の提供により、市民による応急救護体制の充実を図ります。

（３）救急体制を充実します

主な取組
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　犯罪や事件・事故への不安を感じることなく、安心して生活できるまちを目指します。

施策
３ 防犯・交通安全の推進

施策の方向

施策と主な取組

・地域や警察等と連携した地域防犯活動の推進
・防犯灯の設置や維持管理
・振り込め詐欺等、特殊詐欺に対する防犯の啓発

　犯罪防止や件数減少に向けて防犯対策を行うため、警察署や各種防犯関連団体と連携を図
るとともに、地域や学校、金融機関等と連携し、防犯に対する教育や啓発を推進します。

（１）防犯対策を推進します

主な取組

・交通安全施設の整備
・地域や学校と連携した交通安全運動、交通安全教室の実施
・高齢者の免許返納に対する支援

　交通ルールやマナーなど交通安全意識の向上を図るため、関係団体と連携を強化し、交
通安全運動を中心とした啓発活動を推進します。

（２）交通安全対策を推進します【重点】

主な取組

・賀茂広域消費生活センターの運営
・街頭キャンペーンなど啓発活動や広報活動の実施

　消費生活相談体制の充実、強化を図るとともに、消費者の意識啓発を推進します。
（３）消費生活の安全を確保します

主な取組
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